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森本一彦 

授業の到達目標及びテーマ 

到達目標：受講生自らがテーマを設定した上で、民俗調査を行い、報告書を作成する。 

テーマ：民俗報告書を作成する 

授業の概要 

 

授業計画 

１．民俗調査の概要を知る 

２．調査テーマを考える 

３．調査報告書を読む 

４．観察する 

５．聞き取りをする 

６．質問項目を作成する 

７．調査計画を作成する 

８．文献資料を集める 

９．模擬調査―学外授業 

10．調査報告書の作成（１）観察の記述 

11．調査報告書の作成（２）聞き取りの記述 

12．調査報告書の作成（３）図表の作成 

13．調査報告書の作成（４）編集作業 

14．受講生の報告（１） 

15．受講生の報告（２） 

16. 調査を振り返る 

 

 

テキスト 

上野和男他編『新版民俗調査ハンドブック』吉川弘文館 

※テキストを購入すること。 

参考書・参考資料等 

福田アジオ・宮田登編『日本民俗学概論』吉川弘文館 

その他授業中に紹介する。 

学生に対する評価 

レポート（50％）、授業中の発言やコミュニケーションカードなど積極的な授業態度（30%）、課題（20%） 

ルーブリック（目標に準拠した評価） 

（可）民俗報告書の作成において、テーマを選び、調査計画を立てることができる。 

（良）調査計画に基づいて、調査を実施できる。 

（優）自らの調査に基づき、民俗報告書を作成することができる。 

その他 

本授業は、民俗調査Ⅰの内容を発展させるものであるため、民俗調査Ⅱを履修しておくことが望ましい。

また受講生は積極的に授業参加するとともに、授業外における課題の作成、調査が必要であることを了解

した上で履修すること。 

 


